Google Apps Premier Edition: よくある質問
  

SaaS や Google Apps が選ばれる理由 
SaaS (Software as a Service) の利点 

ユーザーには次のような利点があります。 

· 場所やプラットフォームを問わずにデータ アクセスが可能 

· 強力な検索機能を備え、1 ユーザーあたりの保存容量 25 GB

· シンプルで高速なコラボレーション ツールやメッセージ ツール 

· ノート パソコンの故障や盗難の際にもデータが失われる心配は不要 

IT ユーザーには次のような利点があります。 

· ハードウェアやソフトウェアのインストールや保守が不要 

· ユーザーあたりのコストが定額で低い 

· ユーザーの使い慣れたシンプルなアプリケーションによりトレーニングが不要 

· ユーザーを徐々に移行可能 

· ライセンス料、ハードウェアやデータ センターにかかるコストを削減 

· 統合に適したオープン プラットフォーム 

ビジネス面では次のような利点があります。 

· コスト削減 

· 従業員の生産性向上、すばやい意思決定が可能 

· 業務を中断することなく、すばやく柔軟に変更点や革新的機能を導入 

· 若い従業員に対して魅力的な IT 環境を提供 

  

Google Apps によるコスト削減  

多くの企業のコスト モデルによると、メール アプリケーションや生産性アプリケーションにかかるコストは、従業員あたり $300～$1,000 です。 

Gmail が選ばれる理由 

1,000 万人以上のビジネス ユーザーが Gmail を利用しています。Gmail の受信トレイには十分な容量があるため、メールをこまめに削除する必要がありません。Google の強力な検索機能やメール/IM のスレッド機能も用意されています。Gmail にはインスタント メッセージ機能が組み込まれているため、リアルタイムでメールに応答できます。また、どのパソコンでも Gmail を利用できるので、どこからでもメールを利用できます。Gmail はシンプルで使いやすいため、ユーザーへのトレーニングが最低限で済みます。
Google カレンダーが選ばれる理由 

Google カレンダーでは、同僚や仲間のカレンダーを 1 つのオンライン カレンダーで確認できます。同僚や仲間の予定と自分の予定を並べて表示できるので、効率的に予定を立てられます。Google カレンダーは Google Apps の他のコンポーネントに統合することもできます。Gmail、Google トーク、Google カレンダーでコミュニケーション、共有、コラボレーションできるので、作業の重複を防ぎ、生産性を向上させることができます。カレンダーの詳細をどのユーザーに公開するのかも指定できます。
Google トークが選ばれる理由
Google トークではより効果的かつ効率的なコミュニケーションが可能です。メールにチャットで応答することができるので、リアルタイムでコミュニケーションし、生産性を向上させることができます。Google トークは Gmail に統合されているため、クライアント プロバイダは不要です。また、メールや IM を時系列にスレッド化することにより、会話の流れや全容を簡単に把握できます。 

Google ドキュメントが選ばれる理由 
Google ドキュメントでは、ドキュメントを同時に共同作業し検討できるので、作業の質を向上できます。複数のユーザーがさまざまな場所から同時にアクセスして、同じドキュメントを表示、検討、編集できます。また、作業の重複を防ぎ、複雑なドキュメント追跡やバージョン管理の手間を省くことができるだけでなく、これまでのようにメールを何度もやり取りしてディスクや受信トレイの容量を超過してしまうといった心配もなくなりました。Google ドキュメントでのドキュメントの共有はセキュリティで保護されています。利用者はそれぞれ Google ドキュメントにログインする必要があるため、情報が不正なユーザーの手に渡る心配はありません。
Google ビデオが選ばれる理由
動画を共有できるため、社内トレーニングや会社からのお知らせのような重要な情報をより身近で魅力的かつ効果的なものにできます。従業員は、機密情報を公開することなく、特定の同僚や全社員と安全に動画を共有できます。動画は Google で安全に管理、配信されるため、動画をメールで共有したり、動画ソリューションを導入する必要はありません。動画はすぐに共有することができ、専用のソフトウェアを用意しなくても一般的なブラウザさえあれば、再生したり、注釈を付けることができます。
Google サイトが選ばれる理由
Google サイトを利用すると、企業の有益な情報にアクセスできます。従業員がイントラネットを作成したり、プロジェクト チームがサイトを構築して、部署の情報を収集、共有できます。ファイルのバージョン管理は自動的に行われるため、更新や最新バージョンの取得が簡単です。サポートされているファイル形式には .doc、.xls、.csv、.ppt、.txt、.pdf などがあります。ユーザーはプログラミングの知識がなくても、Google ドキュメントの各種ドキュメント、YouTube 動画、Picasa スライドショーやガジェットを見ることができます。Google の検索技術が組み込まれているので、従業員はインターネット検索をするように簡単に、有益な企業情報を検索することができます。プログラミングやシステムの専門知識がなくても、ページを更新したり、新しい社内サイトを作成できるため、誰でも情報の共有に利用できます。
  
Google Apps を利用している企業 

Google Apps を利用している企業の数 

2007 年 2 月に Google Apps Premier Edition の提供を開始して以来、Google Apps を利用する企業は 500,000 社以上、ビジネス ユーザーは 1,000 万人以上を数え、毎日 3,000 社からの申し込みがあります。Gmail の提供を開始した 2004 年 4 月 から、そのインフラストラクチャは大きく成長しました。現在、Genentech などの大企業が Google Apps を利用しており、Google でも 20,000 名の従業員が Google Apps を使用しています。SaaS (software-as-a-service) の将来性と、「一律に適用可能」なソリュー    ションは結局は高くつくということが認知されてきました。
Google Apps が特に適している業界 
Google Apps は、すべての企業に必要不可欠な基本的なコミュニケーション機能やコラボレーション機能を提供します。モバイル ワーカー、タイムゾーンが異なる遠隔地のグローバル チーム、小売や製造などの部門を持つ業界で特に多く導入されています。このほかにも次のようなユーザー カテゴリがあります。
· ウェブメールや従来のメールを利用するユーザー (小売部門、カスタマー サービス担当者、不動産業者など) 

· メッセージ サービスやコラボレーション サービスを利用しないユーザー (製造工場、配送セン ター、戦略的パートナー/臨時コンサルタント) 

· コラボレーション ユーザー (スプレッドシートやプロジェクト プランなどを共有するチーム/部署)

Google Apps の対応と共存
Google Apps は Microsoft 製品に対応していますか？
Google ドキュメント: はい。Google ドキュメントは Microsoft Office のファイル形式や、PDF、OpenOffice、ODF などの多数の一般的なファイル形式に対応しています。Microsoft の標準のファイル形式とこれらの一般的なファイル形式のインポート/エクスポートに対応しています。Google のサービスはオープン スタンダードを採用しているので、他の多くの製品に対応しています。
メッセージとコラボレーション: Google Apps は、拡張性と統合を念頭に置いて、オープンで拡張可能なプラットフォームに基づいて構築されています。Google のオープン API スタンダードである GData を使用すると、Google ドキュメント、Google カレンダー、Gmail などのアプリケーション内のデータに簡単かつ安全にアクセスできます。また、お馴染みの Google のガジェット開発プラットフォームを利用すると、従来の開発環境 (.NET や SOAP など) に比べてかなり少ない時間とコストで、エンタープライズ マッシュアップやワークフローの統合といったビジネス ニーズに対応できるようになります。このプラットフォームでは 50,000 個を超えるガジェットが開発されていますが、それらの多くは CRM と ERP の統合、ワークフロー管理などの企業向けアプリケーションです。
メールやカレンダーの予定をすべて Microsoft Exchange や Lotus Notes から移行できますか？
はい。Google Apps Premier Edition には、既存のシステムからデータを取り出して Google Apps に移行するための、一連の移行ユーティリティと API が用意されています。また、Google Apps の展開、システムの移行、導入、共存を専門とするパートナーの数は増え続けています。
Microsoft Office/Exchange の全機能への Google Apps の対応予定
Google の目標は、それらの製品の各機能に対応することではなく、全体的な操作性を向上させ、ウェブならではの特性に基づいて新機能を提供することにあります。新サービスへの移行には常にユーザーの不安がつきものですが、全体的な操作性は格段に向上するものと確信しています。
複数のメール システムを自動的に移行する
Google のパートナーに相談するか、Google API やユーティリティをお使いください。組織の規模に    よっては、パイロット グループから始めることをおすすめします。このサービスは、複数のメール環境やカレンダー環境で動作するよう設計されています。Google の共存ツールを使用すると、複数のメール環境やカレンダー環境の利用を続けながら、移行を進めることができます。
Google Apps の利便性
オフライン機能とは 
オフライン機能は現在のビジネスにおいて非常に重要です。ブロードバンド接続はもはや当たり前になりつつありますが、移動中などオフライン機能が必要な状況は依然として存在します。そこで Google は Gears をリリースしました。Gears は業界標準規格に基づいたオープンソースのツールキットで、オフライン対応の Web 2.0 のブラウザベースのアプリケーションで使用できます。Google のアプリケーションはオープンな業界標準規格に基づいています。Gmail はオフライン機能に対応しており、このオフ    ライン機能は、Gmail で利用できるだけでなく、Outlook、Thunderbird、Mac Mail などの一般的なクライアント アプリケーション内でも、POP3 や IMAP を介して利用できます。また、Google カレンダーもオフライン機能に対応しており、Gmail と同じくオフライン機能を Google カレンダーで利用できるだけでなく、Outlook や iCal などのクライアント アプリケーション内でも iCal 標準形式を介して利用できます。Google ドキュメントは、Word、Excel、PowerPoint、PDF、HTML、OpenOffice、CSV、TXT、その他多くの一般的なファイル形式のインポート/エクスポートに対応しています。
Google Apps の使用を停止して、データを手元に戻すことはできますか？
はい。Google のソリューションではすべてのアプリケーションにオープン API を採用しており、メール、カレンダー、ドキュメントを業界標準の形式 (IMAP、iCal、MS Office) に戻すことができます。
Google Apps: データのセキュリティと信頼性 

専用サーバーを利用できますか？
いいえ。Google のサービスは「マルチテナント」と呼ばれる環境で運用されます。ユーザーと企業には論理的な区分があるものの、保存領域や処理能力は膨大な数の分散型コンピュータ ネットワーク環境で共有されます。これが Google のアーキテクチャの中核であり、Google の拡張性、信頼性、費用対効果の源です。
SaaS のセキュリティ上の利点
従来のソフトウェアでは、従業員はデータに簡単にアクセスできるよう、セキュリティで保護されていない USB ドライブ、ディスク、ノート パソコンにデータを保存します。Google Apps では、従業員はどこからでも情報に安全にアクセスできるので、機密データをローカルに保存する可能性が低くなります。Google Apps では 99.9 % の稼働率が保証されているため、従業員はどこからでも必要なときにアクセスできます。Google Apps の 99.9 % の稼働率 SLA の保証は、Google Apps Premier Edition 利用規約に明記されているとおり、Google Apps Premier Edition をご利用の組織に対して提供されます。
Google Apps が安全な理由
Google は世界各地に最大規模の分散型データセンター ネットワークを配備しており、これらのデータや知的財産の保護に最大の努力を払っています。これらの施設は 24 時間体制で保護しており、専任セキュリティ チームを設けて環境のセキュリティ保守に重点を置いています。これらのデータを保護するルール、プロセス、ポリシーは SAS 70 Type II 監査をクリアしています。Google のセキュリティ対策の主な構成要素は次の 3 つです。
· 従業員 – Google には、情報、アプリケーション、ネットワーク セキュリティなどの各分野のエキスパートで構成された情報セキュリティ チームが常勤しています。このチームは、会社の    ネットワーク境界の防御システム、セキュリティ テスト プロセス、カスタマイズされたセキュリティ システムに関して責任を負うほか、Google のセキュリティ ポリシーと標準規格を策定、文書化、施行します。
· プロセス – セキュリティは Google の根幹を成すものです。どのアプリケーションもセキュリ  ティを第 1 に考えて構築されています。Google アプリケーションは、安全なコードの開発プロセスの一環として、いくつものセキュリティ レビューを受けます。アプリケーション開発環境には、セキュリティを最大限に高めるために、厳しい制限と入念な監視を行っています。また、さらに安全性を高めるために、外部からのセキュリティ監査も定期的に行っています。
· テクノロジー – Google Apps のデータは、解読できないように、複数のサーバーやディスクで断層化、難読化されています。冗長性と可用性を維持するために、データは複数のデータ セン    ターで複製されます。不正使用されるリスクを低減するために、各 Google サーバーを必要なソフトウェア コンポーネントのみで構築し、同種のサーバー アーキテクチャにより、ネットワーク全体で適時、迅速な更新と設定変更を実現しています。
Google でも Google Apps を活用
Google 社内でも Google のサービスを活用しています。Google の従業員は、会社のメールには Gmail を、会議や予定のスケジュールには Google カレンダーを、プロジェクト チーム間でのインスタント   メッセージには Google トークを使用しています。また、サービスの設計仕様などの機密性の高いコン テンツには Google ドキュメントを、チーム プロジェクトの管理には Google サイトを使用しています。
Google ドキュメントのデータの所有権 

送信、投稿、表示するコンテンツに関する著作権や既存のその他の権限はお客様にあります。Google の利用規約に記載のとおり、Google ドキュメントのコンテンツに関して、Google が所有権を主張したり、管理することはありません。ただし、他のユーザーと共有することを明示的に選択したドキュメントについては、対象となるユーザーにこれらのドキュメントを表示する権利、それらの各ユーザーの表示環境に合うようにドキュメントの表示形式を変更する権利を Google が有するものとします。
